
岐阜県教育委員会

第2回学校マネジメントフォーラム資料
（平成30年12月4日）

学校現場における

～業務の効率化・最適化、教職員の意識改革、機能的な学校組織体制の
構築による教員が子どもたちと向き合う時間の確保と教育の充実～
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第1回業務改善プロジェクト委員会
◇日時 平成29年8月31日(木)午後2時～午後4時
◇委員 外部有識者11名
◇審議事項
①プランに基づくKPIについて
②教職員が担うべき業務の在り方について
③スリム化を図るための学校支援体制について
④教員の勤務の在り方について

学校 平均 学校 平均

Ａ小

時間外
勤務時間

63時間
Ｂ小

時間外
勤務時間

55時間

増減率 -1% 増減率 -9%

Ｃ小

時間外
勤務時間

55時間
Ｄ中

時間外勤
務時間

63時間

増減率 -14% 増減率 -8%

長時間勤務の解消 プラン1(1)

«KPI≫ 時間外勤務(1か月あたり)５％縮減

業務改善プロジェクト委員会（有識者会議）業務改善プロジェクト委員会（有識者会議）

助言 報告

Ｐ・Ｄ ＡＣ

文部科学省

県教育委員会

委託

再委託

北方町教育委員会北方町教育委員会

＊１か月あたりの時間外勤務時間及び前年比により増減率を算出
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【業務改善プロジェクト委員会からの助言内容】
○長時間勤務の解消や早期退勤日の推進等の目的
は、業務遂行能力の向上である。

○勤務時間を意識した働き方を一層推進すること
で業務改善につなげるとともに、業務支援アシ
スタントのサポート内容を整理･拡充し、学校・
教員の担うべき業務を明確化する。

【業務改善プロジェクト委員会からの助言内容】
○長時間勤務の解消や早期退勤日の推進等の目的
は、業務遂行能力の向上である。

○勤務時間を意識した働き方を一層推進すること
で業務改善につなげるとともに、業務支援アシ
スタントのサポート内容を整理･拡充し、学校・
教員の担うべき業務を明確化する。

業務内容の徹底的な見直し プラン1(3)

«KPI≫早期退勤日(学校指定)の18時退校100％

早期退勤日等の設定 プラン1(2)

«KPI≫年次休暇等の休暇取得年間5日増

教職員の働き方改革プラン2017(以下「プラン」)に基づくKPIの具体化と成果検証教職員の働き方改革プラン2017(以下「プラン」)に基づくKPIの具体化と成果検証

«KPI≫ 業務内容に対する満足度100％
＊全小中学校教職員対象質問紙調査より

全小中学校 肯定的回答率

項目① 明るく元気に働いている 97%

項目② 業務内容に満足している 91%

【教職員の声】
・業務支援アシスタントの活用実績をもとに、必
ずしも教員が担うべき業務でないものについて
明らかになってきた。

・業務支援アシスタントの活用により、生み出さ
れた時間を「教材の準備」や「教育相談」など
の教員の本来的業務にあてることができ、満足
している。

全小中学校 4～１月

達成率 78.3％

4月比 +31.8%

全小中学校 ４~1月

増減時間数 +6:45時間

＊前年同期比1人
あたり増減時間数
を算出

第2回業務改善プロジェクト委員会
◇日時 平成30年2月23日（金）午後1時～午後3時
◇委員 外部有識者11名
◇審議事項
①KPIに基づく事業効果の検証
(勤務の質・内容の分析)

②実践から得られる知見のとりまとめ
③今後の方向性の検討

◇実施期間 1年間
H29.5.12(契約締結日)～H30.3.30

◇実践内容
«北方町教育委員会»
・効果測定指標(以下「KPI」)の具体
化と成果検証

・出退勤時刻、休暇等の管理と推進
・学校・教員の担うべき業務案の提示
・業務支援アシスタント(印刷等の事
務サポート等)の計画的配置

・管理職に対する学校マネジメント等
の研修の実施

・メンタルヘルスの取組(相談窓口の
設置)

・地域や保護者への周知

≪北方町立全小中学校≫
・出退勤時刻、休暇等の管理と推進
・学校・教員の担うべき業務の明確化
・業務支援アシスタント(印刷等の事
務サポート等)の有効活用

・職員主体の改善計画策定及び実施
・メンタルヘルスに関する取組の推進
・業務改善の学校評価への位置づけ、
評価の改善の実施

実施概要実施概要

平成29年度 学校現場における業務改善加速事業の概要（北方町の実践）

＊達成率及び同年
4月比により増減
率を算出
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◆実践内容１（必須事項）
①勤務実態の把握、時間管理の徹底
・出退勤時刻の管理と休暇取得の推進【ＫＰＩ（１）・（２）】

②事務業務の負担軽減
・学校・教員の担うべき業務の明確化と業務の役割分担

③部活動における負担軽減
・部活動の休養日の設定【ＫＰＩ（３）】

④研修等を通した教職員の意識改革
・業務改善アドバイザーによる継続的なフォロー

業務内容

授業サポート 学習プリントの印刷、授業準備の補助、採点・データ入力・集計等

校務サポート 教室等掲示物の管理、各種アンケートのデータ入力・集計等

ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ配置事業(国事業) 活用

実践研究の助言、フィードバック 実践研究の報告

○実践から得られる知見のとりまとめ

平成30年度 学校現場における業務改善加速事業の概要

委託

◆実践内容
・業務改善加速事業の内容及び工程
表の策定

・多忙化解消アクションプランの取
組推進

・業務改善プロジェクト委員会の設
置・運営
＊年２回開催

・モデル地域への継続的なフォロー
アップ

・取組成果の普及

業務改善に集中的に取り組むモデル地域を指定し、業務改善の加速についての実践研究を実施する。
★教職員の働き方改革プラン４(2)

◆重点モデル地域を指定し、業務改
善の加速についての実践研究を実
施

◆勤務状況の改善の成果を明らかに
し、具体的なノウハウや成果を分
析、広く全国に発信・普及

文部科学省文部科学省

県教育委員会県教育委員会

【平成29年度からの変更点】 モデル地域の拡充、ＫＧＩ・ＫＰＩの見直し、業務改善アドバイザーによる継続したフォロー【平成29年度からの変更点】 モデル地域の拡充、ＫＧＩ・ＫＰＩの見直し、業務改善アドバイザーによる継続したフォロー

モデル地域モデル地域

＊業務支援アシスタントの業務等

業務改善プロジェクト委員会（有識者会議）業務改善プロジェクト委員会（有識者会議）

業務改善推進委員会業務改善推進委員会

○効果測定指標の達成状況の評価

◆実践内容２（選択事項）
①業務支援アシスタント(＊)との連携による学校でのチーム体制の構築

・2地域に拡充
・以下の条件①～③に該当する地域を、モデル選定
【条件①】長時間勤務を解消する必要度が高い
【条件②】周辺校と連携・協働しやすく、かつ業務改善に向けた取組を行いやすい
【条件③】当事業の実施を希望している
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ＫＧＩ・ＫＰＩの見直し

ＫＰＩ（効果測定指標） 目標値

（１）明るい気持ちで元気に働けて
いると感じている教員の割合

100％

（２）仕事内容に満足している教員
の割合

100％

（３）時間外勤務時間 5％減

（４）年次休暇等の休暇取得 5日増

（５）ノー残業日の１８時退校 100％

（６）不登校児童生徒の割合 10％減

（７）学力の向上 正答率 5％向上

ＫＰＩ（効果測定指標）
目標値

北方町 垂井町

（１）時間外勤務時間 5％減 20％減

（２）年次休暇等の休暇取得 10日間 20％増

（３）週に2日の休養日を設定している部活動 100％ 100％

ＫＧＩ（最終目標）

総業務量を削減し
○明るい気持ちで元気に働けていると感じている教員の割合 100％
○仕事内容に満足している教員の割合 100％

をめざす

平成29年度 ＫＰＩと目標値平成29年度 ＫＰＩと目標値 平成30年度 ＫＧＩ・ＫＰＩと目標値平成30年度 ＫＧＩ・ＫＰＩと目標値

教職員の働き方改革プラン教職員の働き方改革プラン
4



業務の仕分と役割分担

【
【
【実践内容１】 ②事務業務の負担軽減
【実践内容２】 ①業務支援アシスタントとの連携による学校でのチーム体制の構築

業務内容
業務分類
＊表１参照

業務仕分
＊表２参照

業務分担

備考常勤
職員

非常勤
職員

事務
職員

保護者 地域

1放課後学習指導 ①-ア 学習指導 Ⅳ ○ ○ ＰＴＡ、学生ボランティア

2副教材の選択 ①-イ 授業準備 Ⅳ ○

3教材研究・教材作成、授業準備 ①-イ 授業準備 Ⅳ ○ ○

4成績・通知表の作成 ①-ウ 成績処理 Ⅳ ○ ○

5指導要録の作成 ①-ウ 成績処理 Ⅳ ○

6テスト問題の作成・採点 ①-ウ 成績処理 Ⅳ ○ ○

7宿題・提出物の点検 ①-ウ 成績処理 Ⅳ ○ ○ 教員業務アシスタント、学習支援員

8日々の成績処理 ①-ウ 成績処理 Ⅳ ○ ○

9登校・下校指導 ②・③-エ 生徒指導 Ⅱ ○ ○ ＰＴＡ、地域ボランティア

10生徒指導に関する業務（日々の指導） ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○ ○ ＳＣ、ＳＳＷ

11生徒指導に関する業務（関係機関との連携） ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○ ○ ＳＣ、ＳＳＷ

12生徒指導（時間外の家庭訪問等） ②・③-エ 生徒指導 Ⅱ ○

13教育相談 ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○ ○ ＳＣ、ＳＳＷ

14給食指導・安全指導（アレルギー児童生徒への対応） ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○

15特別な支援を必要とする子への対応（日々の指導） ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○ ○ ○ ○ 特別支援アシスタント、学校支援ボランティア

16特別な支援を必要とする子への対応（関係機関との連携） ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○

17特別な支援を必要とする子への対応（時間外の家庭訪問等） ②・③-エ 生徒指導 Ⅱ ○ ○ ＳＣ、ＳＳＷ、教育相談員

18進路指導に関する業務（調査票等、受験書類の作成） ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○

19職場体験の準備 ②・③-エ 生徒指導 Ⅲ ○ ○ ○ 教員業務アシスタント、学校支援ボランティア

20春の健康診断 ②・③-エ 生徒指導 Ⅳ ○ ○ 教員業務アシスタント

21体力テスト ②・③-エ 生徒指導 Ⅳ ○ ○ 教員業務アシスタント

22避難訓練 ②・③-エ 生徒指導 Ⅰ ○ ○

23児童生徒の在籍管理（学籍） ②・③-オ 学級・学年経営 Ⅲ ○ ○

24月末の統計処理（出席簿、いじめ、不登校の報告等） ②・③-オ 学級・学年経営 Ⅱ ○

25週案簿の作成 ②・③-オ 学級・学年経営 Ⅳ ○

26学年・学級通信の作成 ②・③-オ 学級・学年経営 Ⅳ ○

27教室等掲示物の掲示、教室環境整備 ②・③-オ 学級・学年経営 Ⅳ ○ ○ 教員業務アシスタント

28児童会（代表委員会等）、生徒会（代議員会等）に関する業務 ②・③-カ 特別活動指導 Ⅳ ○

29入学式の準備 ②・③-キ 学校行事 Ⅳ ○ ○ 教員業務アシスタント

30始業式の準備 ②・③-キ 学校行事 Ⅳ ○ ○ 教員業務アシスタント

業務分担表（平成29年度作成）

5

業務改善アドバイザーによる継続したフォロー（垂井町教職員研修より）

教職員の意識を把握するためにアンケートを実施

全小中学校の教職員を対象に
意識改革を図る研修の実施

【質問項目（一部抜粋）】
・一日の業務において、あるべき時間配分を把
握したうえで、業務を行えていますか。

・自分にとって長時間になりがちな業務を知って
いて、その削減の取組をしていますか。

・職場では、誰でも自由に意見や考えを述べる
ことができますか。各学校における業務改善の加速を図る実践

【効率的な会議】（Ａ小）
・会議前に各担当者から提案時間を
確認することで、時間通りに会を終
えることができるようになった。

【物品の整理】（Ｂ小・Ｃ小）
・研修後に、教材室の整理をした。
すべての職員が協力的だった。

【職員の意識の変容】（Ａ小）
・職員一人一人が自分の仕事や生活を充実させるために、みんなで知恵を
出し合って改善していこうという前向きな雰囲気になってきた。

【来年度への引継】（Ｃ小）
・学校行事等に係る企画・運営の資
料を整備し、来年度に活かすことが
できるようファイリングしている。

【学校間における事務職員の連携】
・校内支援システムを活用し、通信や
研究会の案内を発信するようにした。

（Ｃ小）
・Ｃ小の事務職員が作成した文書や
校内支援システムのマニュアルを共
有し、自校で活用している。（Ｄ小）
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業務改善アドバイザーによる継続的なフォロー（北方町教職員研修より）

【テーマ】 備品の所在を明確にしよう

【課題】・どこにどんな備品があるのか
わからない
・探す時間の無駄を省きたい

【対策】・ラベルを貼り、保管場所を明確化
・使用後は元に戻すルールの徹底

【検討】・教職員が活用しやすい分類方法

【業務改善アドバイザーからの助言】

あなたの学校で、日頃、効率が悪いと
感じている業務、滞りがちになっている
業務、仕事がしにくい環境がありますか。

テーマを決めて、解決策を話し合いま
しょう。

各学校代表者によるワークショップ

毎日５分の探し物をすると１か月で
１００分の無駄になります。
探す無駄を省けるよう整理整頓し
ましょう。
整理：要るものと要らないものを区別

する
整頓：要るものを適切な場所に配置

する

教職員みんなが意見を出し合い、自分たちで
働きやすい環境づくりをすることが大切 教職員の意識改革へ
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第1回業務改善プロジェクト委員会
◇日時 平成30年8月29日(水)午後2時～午後4時
◇委員 外部有識者9名
◇審議事項
①本員会に係る共通理解と年間の見通し
②プランに基づくKPIについて
③総業務量の削減の在り方について

長時間勤務の解消 プラン1(1)

«KPI≫ 時間外勤務時間(1か月あたり)
北方町：５％減 垂井町：20％減

業務改善プロジェクト委員会（有識者会議）業務改善プロジェクト委員会（有識者会議）

助言 報告

Ｐ・Ｄ ＡＣ

文部科学省

委託

北方町・垂井町教育委員会北方町・垂井町教育委員会

＊1か月あたりの時間外勤務時間及び前年比に
より増減率を算出
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【業務改善プロジェクト委員会からの助言内容】
○総業務量及び時間を削減するためには、児童生徒や
保護者、地域社会の理解が必要である。

○学校・教員の担うべき業務を明確にする際、地域の
意見も取り入れていく必要がある。

○地域によって異なる属性を捨象することによって、
全県的に汎用性のあるモデルとして普及できる。

【業務改善プロジェクト委員会からの助言内容】
○総業務量及び時間を削減するためには、児童生徒や
保護者、地域社会の理解が必要である。

○学校・教員の担うべき業務を明確にする際、地域の
意見も取り入れていく必要がある。

○地域によって異なる属性を捨象することによって、
全県的に汎用性のあるモデルとして普及できる。

計画的な休暇取得の推進 プラン1(2)

«KPI≫年次休暇等の休暇取得
北方町：１0日間 垂井町：20％増

教職員の働き方改革ﾌﾟﾗﾝ2018(以下「ﾌﾟﾗﾝ」)に基づくKPIの具体化と成果検証教職員の働き方改革ﾌﾟﾗﾝ2018(以下「ﾌﾟﾗﾝ」)に基づくKPIの具体化と成果検証●上半期における実践

＊1か月あたりの休暇取得時間数及び前年比に
より増減時間数を算出

第2回業務改善プロジェクト委員会
◇日時 平成31年2月 ＊未定
◇委員 外部有識者9名
◇審議事項
①取組進捗状況の報告
②KPIに基づく事業効果の検証
③今後の方向性の検討

〔実施期間〕1年間
H30.5.9(契約締結日)～H31.3.29

〔実践内容〕
★:２地区 ○:北方町 △:垂井町

★勤務時間の厳格な管理
★教員業務アシスタントの配置・活用
★学校・教員の担うべき業務の明確化
★メンタルヘルスの取組
★研修等を通した教職員の意識改革
★効果測定指標(以下「KPI」)の具体
化と成果検証

★業務改善アドバイザーによる分析
○部活動指導員の配置・活用
○地域リソースの積極的活用
△業務改善推進員会の設置・活用
△ICTの積極的活用 等

実施概要実施概要

平成30年度 学校現場における業務改善加速事業の取組状況（北方町・垂井町の実践）

業務改善アドバイザーによる分析業務改善アドバイザーによる分析

✓小学校は仕事満足要素が低く、中学校はチームワーク要素が低い。
✓気持ちや余裕を持って調整や打合せができず、連携が上手くいかないケースが多いと考える。
✓校務分掌の見直し、事務の効率化、行事・会議の精選、部活動について改善の余地が高い。

●時間外勤務の縮減等に一定の成果を確認。
下半期は負担感の解消の面からも取り組む。

モデル地域 4月～10月

北方町

時間外
勤務時間

55時間13分

増減率 -11.3%

垂井町

時間外
勤務時間

56時間48分

増減率 －7.4％

モデル地域 4月～10月

北方町

Ｈ30時間数 10.0時間

増減時間数 +2.8時間

垂井町

Ｈ30時間数 8.5時間

増減時間数 ＋2.2時間
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